
地域概況

　

東
北
一
の
レ
タ
ス
産
地
で
あ
る
岩
手
県
の

奥
中
山
高
原
。
冷
涼
な
気
候
を
生
か
し
て
１

９
６
４
年
か
ら
レ
タ
ス
の
栽
培
が
始
ま
り
、

今
年
で
60
年
目
を
迎
え
ま
す
。
１
９
６
８
年

に
は
指
定
産
地
と
な
り
、
長
年
「
奥
中
山
高

原
レ
タ
ス
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
J
A
新
い

わ
て
で
生
産
さ
れ
る
野
菜
の
主
力
品
目
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

栽
培
面
積
は
結
球
レ
タ
ス
が
約
１
３
０
ha
、

非
結
球
レ
タ
ス
が
約
１
０
０
ha
で
レ
タ
ス
専

門
部
に
所
属
す
る
41
戸
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
作
型
は
大
き
く
春
ど
り（
３
月
ま
き
）、

春
夏
ど
り（
４
月
ま
き
）、
夏
ど
り
（
５
〜
７

月
ま
き
）
の
３
つ
に
分
か
れ
、
そ
の
う
ち
夏

ど
り
が
最
も
大
き
い
面
積
を
有
し
ま
す
。
全

体
の
約
６
割
が
契
約
栽
培
で
、
８
玉
×
２
段

（
10
㎏ 
）の
コ
ン
テ
ナ
出
荷
が
さ
れ
ま
す
。
関

東
方
面
へ
の
出
荷
も
あ
り
ま
す
が
、
東
北
市

場
を
中
心
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

J
A
新
い
わ
て
で
営
農
指
導
を
担
当
さ
れ

る
米ま

い

田た

望の
ぞ
む

さ
ん
に
近
年
の
栽
培
状
況
に
つ
い

て
伺
う
と
、
近
年
の
気
温
上
昇
の
影
響
で
レ

タ
ス
の
安
定
生
産
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
特
に
近
年
は
最
高
気
温
30
℃
を
超

え
る
日
が
10
日
以
上
に
も
な
り
、
従
来
品
種

で
不
結
球
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ヒ
ー
ト
ガ
イ
」は
耐
暑
性
に
す
ぐ
れ
る
特

性
か
ら
昨
年
よ
り
試
験
を
開
始
し
、
部
会
役

員
数
名
で
５
月
上
旬
〜
６
月
下
旬
ま
き
で
の

栽
培
試
験
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
高
温
下
で

も
結
球
が
安
定
し
て
お
り
、
従
来
品
種
同
様

に
軟
腐
病
の
発
生
が
少
な
い
こ
と
が
決
め
手

と
な
り
、
２
０
２
４
年
か
ら
試
験
導
入
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
さ
ら
に
作
型
を
広
げ
、

７
月
上
中
旬
ま
き
で
も
試
験
栽
培
し
現
地
で

の
適
応
幅
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

副
部
会
長
を
務
め
る
中
嶋
徹
さ
ん
は
ご
家

族
と
実
習
生
７
人
と
共
に
レ
タ
ス
栽
培
面
積

約
22
ha
の
う
ち
約
５
ha
で
結
球
レ
タ
ス
を
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
で
就
農
20
年
目
と

な
る
中
嶋
さ
ん
も
近
年
の
気
温
の
上
昇
は
肌

で
感
じ
て
お
り
、
品
質
を
安
定
さ
せ
る
こ
と

に
苦
労
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
ヒ
ー
ト
ガ
イ
」は
昨
年
試
験
栽
培
し
た
結

果
、
先
述
の
通
り
す
ぐ
れ
た
特
長
が
あ
り
、

ま
た
玉
形
状
の
乱
れ
が
少
な
く
安
定
し
て
い

た
た
め
、
今
年
は
面
積
を
拡
大
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
年
は
栽
培
２
年
目
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
夏
秋
ど
り
は
従
来
品
種
と
の
併
用
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
天
候
不
順
に
対
応
し
て
リ

ス
ク
を
分
散
し
、
安
定
出
荷
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
は
指
定
産
地
と
し
て
の
責
任
の
重
さ

を
感
じ
ま
し
た
。「
ヒ
ー
ト
ガ
イ
」が
当
地
の

夏
ど
り
レ
タ
ス
を
支
え
る
一
助
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て

「
奥
中
山
高
原
レ
タ
ス
」の
概
要

高
温
下
で
も
結
球
が
安
定
し
、

軟な
ん

腐ぷ

病
に
強
い
こ
と
が

導
入
の
決
め
手

中な
か

嶋じ
ま

徹と
お
る

副
部
会
長
の
評
価

↑６月23日定植の「ヒートガイ」。８月上
旬収穫を見込む。2024年も暑さが厳し
いが結球は安定しているとのこと。

↑株間25×畝間45㎝で白マルチを使用。
定植、収穫は手作業。天候に左右され
るため、計画的な実施はなかなか難し
い。

東北一のレタス産地、奥中山高原ＪA新いわて
高温期でも結球が安定する

「ヒートガイ」に期待！ (編集部)

  
　現在のJＡ新いわては平成20年５月に、旧JＡ新い
わて、JＡいわてくじ、JA北いわて、JAいわて奥
中山、JAみやこと合併し拡大しました。岩手県の
ほぼ半分をエリアとし、18の市町村にまたがる広
大な面積を有しています。米をはじめ、野菜、花
き、畜産酪農など多種多様な作物を生産しており、
その生産量は全国でもトップクラスを誇ります。

↑左からJA新いわて二戸営農経済センター一戸地区担当課、米
穀園芸担当の米田望さんとレタス専門部会、副部会長の中嶋
徹さん。中嶋さんは冬季はハウスで促成アスパラを栽培する。
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